
大
平
総
理
の
人
柄

長
尾
頼
隆

大
平
氏
の
人
柄
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
の
著
書
を
始
め
、
亡
く
な
ら
れ
て
こ
の
方
幾
多
の
方
の
回
想
録
や
彼
の
思
想
等
で

語
ら
れ
た
実
に
立
派
な
著
作
で
日
本
は
勿
論
、
外
国
の
要
人
に
ま
で
十
二
分
に
知
れ
わ
た
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今
更
、
私
如

き
が
述
べ
る
の
も
ど
う
か
と
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
以
下
の
二
つ
の
事
が
私
の
脳
裡
に
浮
か
ん
だ
の
で
、
執
筆

を
お
引
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
高
松
へ
我
が
家
の
墓
参
り
で
帰
省
し
た
折
、
丁
度
よ
い
機
会
と
か
ね
て
か
ら
大
平
氏
の
郷
里
へ
是
非
参
り

た
く
思
い
、
田
舎
の
盆
の
混
雑
を
避
け
、
早
目
の
七
月
二
十
一
日
、
ま
ず
観
音
寺
の
大
平
正
芳
記
念
館
を
訪
ね
、
実
に
多
く

の
記
念
の
品
々
を
拝
見
し
感
慨
に
耽
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
足
で
豊
浜
の
墓
地
へ
参
詣
し
た
。
墓
は
豊
浜
の
海
岸
を
一
望
に

眺
め
る
景
勝
の
丘
に
あ
り
、
厳
然
と
一
つ
建
っ
て
い
た
。
前
面
の
広
い
砂
浜
は
豊
浜
町
民
の
墓
地
で
、
数
え
き
れ
な
い
程
の

墓
石
が
並
ん
で
い
る
。
彼
の
墓
は
墓
守
り
の
管
理
が
行
き
届
き
、
一
対
の
華
麗
な
花
が
キ
チ
ン
と
供
え
ら
れ
、
爽
々
し
い
気

持
に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
。
余
談
だ
が
高
松
―
観
音
寺
間
の
鉄
道
特
急
も
昔
と
は
変
っ
て
非
常
に
早
く
、
車
輌
も
心
持
よ
く

四
十
分
程
度
で
到
着
し
た
。
そ
の
直
後
の
執
筆
依
頼
な
の
で
、
私
は
大
平
氏
直
々
の
依
頼
と
も
思
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
二
つ
は
、
私
は
高
松
高
商
六
回
生
卒
業
で
大
平
氏
と
は
同
期
で
あ
る
。
大
平
氏
は
ご
承
知
の
方
も
多
い
が
、
高
松
高

商
五
回
の
入
学
で
病
気
休
学
で
六
回
の
卒
業
で
あ
る
。
卒
業
生
の
会
を
「
又
信
会
」
と
称
す
る
が
、
五
、
六
回
生
に
と
っ
て

は
殊
の
ほ
か
大
平
総
理
の
出
現
は
大
き
な
誇
り
で
、
そ
の
中
で
も
有
志
が
東
京
と
大
阪
に
数
名
い
た
。
残
念
に
も
大
平
氏
死
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去
前
後
か
ら
鬼
籍
に
入
る
人
が
続
き
、
今
、
生
存
者
は
私
一
人
と
い
う
寂
し
さ
で
、
何
か
書
い
て
功
徳
の
一
つ
に
し
た
い
気

持
が
し
た
の
で
あ
る
。

大
平
氏
を
偲
び
つ
つ
、
彼
の
人
と
な
り
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
。

学
生
時
代

大
平
氏
は
高
松
高
商
時
代
、
色
々
と
悩
み
を
も
っ
て
過
さ
れ
た
気
が
す
る
。
当
時
の
日
本
の
家
庭
は
、
現
在
と
は
比
較
に

な
ら
ぬ
ぐ
ら
い
生
活
水
準
が
低
か
っ
た
の
で
、
能
力
あ
る
も
の
ほ
ど
進
学
に
は
相
応
の
悩
み
を
も
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
こ

れ
は
青
少
年
に
共
通
の
希
望
が
多
い
為
で
も
あ
る
。
私
も
学
校
選
択
で
、
親
と
の
意
見
相
違
で
悩
み
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た

氏
が
独
り
信
仰
に
凝
っ
た
の
も
、
悩
み
の
為
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
は
高
松
高
商
二
年
の
時
、
大
平
氏
と
一
緒
に
な
っ
た
が
、
余
り
親
し
く
話
し
合
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
第
二

語
学
を
独
乙
語
に
し
た
の
で
、
そ
の
連
中
の
野
沢
胖
君
や
太
田
誠
三
郎
君
達
と
は
昼
休
み
に
よ
く
会
話
を
共
に
し
、
太
田
君

と
は
独
乙
語
劇
を
一
緒
に
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
ま
た
私
達
高
松
に
実
家
の
あ
る
連
中
は
放
課
後
も
早
々
と
下
校
し
、
大
平

氏
が
イ
エ
ス
の
僕
会
で
伝
道
に
熱
心
な
こ
と
は
屡
々
聞
い
た
も
の
の
、
実
際
に
そ
の
姿
を
見
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

た
だ
特
記
し
た
い
こ
と
は
三
年
生
の
初
冬
の
折
、
大
平
氏
と
同
期
の
橋
本
清
君
が
あ
る
休
日
、
屋
島
へ
散
策
の
途
次
、
突

然
、
拙
宅
を
訪
ね
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
の
実
家
は
中
級
の
商
家
で
あ
る
が
、
母
の
奥
へ
の
案
内
も
辞
せ
ら
れ
暫
く
語

り
合
っ
た
時
、
私
の
一
橋
志
望
を
そ
れ
と
な
く
羨
し
く
思
う
よ
う
な
発
言
を
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
橋
本
君
も
神
戸
商
大
へ
進

学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
何
と
な
く
取
り
残
さ
れ
た
寂
し
さ
か
悲
し
さ
が
、
胸
中
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ

は
後
で
著
書
で
知
っ
た
が
、
す
で
に
大
平
氏
も
一
橋
大
へ
の
入
試
手
続
を
な
さ
っ
て
い
た
由
で
、
そ
の
時
の
大
平
氏
の
気
持

を
察
し
て
、
私
は
読
書
後
、
心
中
が
痛
く
心
に
響
い
た
。

因
み
に
大
平
氏
の
親
友
で
あ
っ
た
神
原
亀
太
郎
君
も
一
橋
志
望
で
、
共
に
受
験
勉
強
を
し
た
仲
で
あ
る
。
後
に
神
原
君
は
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大
阪
で
立
派
な
実
業
人
と
な
っ
た
が
、
神
原
君
へ
の
大
平
氏
の
弔
詞
は
ま
こ
と
に
切
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
神
原
君
の
令

弟
武
雄
氏
は
神
戸
商
大
を
出
て
、
後
年
、
長
く
又
信
会
大
阪
支
部
長
を
務
め
ら
れ
、
兄
弟
揃
っ
て
又
信
会
に
尽
さ
れ
た
。

昭
和
七
年
の
卒
業
時
は
不
況
で
、
恰
好
の
就
職
先
も
余
り
な
か
っ
た
。
私
は
親
類
の
事
業
を
手
伝
う
と
い
う
話
も
あ
っ
て

就
職
事
情
に
関
心
が
な
く
、
幸
い
一
橋
に
入
学
で
き
て
、
す
っ
か
り
人
生
航
路
が
変
っ
た
。
人
の
一
生
は
全
く
判
ら
な
い
と

沁
々
思
う
。

私
の
東
京
商
大
入
学
前
後
か
ら
卒
業
の
頃
は
、
大
平
氏
の
著
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
満
州
事
変
後
の
軍
の
要
望
も
あ
り
、

自
由
経
済
が
統
制
経
済
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
経
済
学
科
出
身
者
の
中
央
官
庁
へ
の
要
望
が
高
ま
り
、
経
済
官
僚

が
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
私
の
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
内
池
廉
吉
教
授
は
東
大
講
師
も
し
て
い
た
が
、
官
僚
へ
の
熱
心
な
推

進
者
で
、
そ
の
た
め
在
学
中
の
高
文
受
験
を
大
変
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

私
の
二
年
の
時
、
大
平
氏
が
入
学
し
て
き
た
。
彼
も
高
文
試
験
を
志
し
て
い
た
の
で
、
私
と
二
人
で
大
学
の
構
内
を
散
策

し
な
が
ら
試
験
の
こ
と
で
問
答
も
し
た
。
私
の
吉
祥
寺
の
下
宿
先
に
も
よ
く
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
。
私
も
国
分
寺
の
彼
の
下

宿
に
寄
っ
た
り
し
た
が
、
同
地
に
は
先
輩
の
赤
城
猪
太
郎
君
は
じ
め
幾
多
の
学
友
も
居
合
せ
た
の
で
、
何
か
と
話
題
に
花
が

咲
い
た
。

当
時
は
商
大
内
に
も
新
進
の
田
上
穣
治
助
手
を
中
心
に
法
学
研
究
会
が
生
ま
れ
、
大
平
氏
の
年
次
の
者
か
ら
入
会
者
が
多

く
な
っ
た
と
思
う
。
氏
は
念
願
の
高
文
準
備
は
勿
論
、
経
済
哲
学
や
経
済
史
等
の
講
義
に
も
進
ん
で
受
講
さ
れ
、
英
語
を
得

意
と
す
る
者
が
入
る
上
田
辰
之
助
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
入
り
を
し
て
文
字
通
り
猛
勉
強
を
し
て
お
り
、
一
番
充
実
し
た
学
生

生
活
で
あ
っ
た
と
思
う
。

一
般
論
だ
が
、
当
時
の
学
生
は
揃
っ
て
熱
心
に
勉
強
を
し
た
。
私
の
昭
和
十
年
組
も
大
平
氏
の
十
一
年
組
も
、
な
か
な
か

多
士
済
々
で
あ
る
。
ま
た
商
大
は
単
科
大
学
の
せ
い
か
、
年
次
別
会
が
盛
ん
で
、
親
密
度
も
大
変
深
い
。
大
平
氏
は
昭
和
十

一
年
会
に
も
よ
く
出
席
さ
れ
た
よ
う
で
、
後
々
ま
で
同
期
生
か
ら
も
大
層
感
服
さ
れ
て
い
た
。
実
に
友
人
を
大
切
に
さ
れ
た
。
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昭
和
十
年
以
降
終
戦
時
ま
で

私
は
昭
和
十
年
一
橋
大
学
卒
業
と
同
時
に
鉄
道
省
に
就
職
し
た
。
間
も
な
く
事
務
系
九
名
と
共
に
北
は
私
鉄
か
ら
西
は
門

鉄
（
当
時
東
鉄
と
大
鉄
へ
は
配
置
せ
ず
技
術
出
身
者
十
八
名
は
別
の
見
習
）
へ
と
地
方
へ
配
属
さ
れ
た
。
当
時
の
学
士
の
教

育
で
、
ま
ず
現
場
（
駅
等
）
へ
の
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

昭
和
十
一
年
四
月
、
大
平
氏
は
大
蔵
省
へ
入
ら
れ
た
が
、
私
は
同
年
二
月
二
十
六
日
い
わ
ゆ
る
二
・
二
六
事
件
の
当
日
、

奇
し
く
も
彼
の
寄
宿
先
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
当
時
下
関
駅
の
見
習
を
終
え
、
下
関
車
掌
区
助
役
の
身
分
で
下
関
駅

朝
出
発
の
、
当
時
の
最
優
秀
列
車
八
列
車
（
下
関
車
掌
区
が
受
持
で
一
等
連
結
で
朝
鮮
、
満
州
大
陸
の
玄
関
と
し
て
下
関
駅

は
殷
賑
を
極
め
て
い
た
）
で
上
京
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
朝
、
沼
津
通
過
頃
か
ら
刻
々
情
報
が
入
り
、
大
変

な
警
戒
中
な
の
で
緊
張
し
て
到
着
し
た
。
し
か
し
中
央
線
の
電
車
は
案
ず
る
程
も
な
く
無
事
、
中
野
の
大
平
秀
雄
氏
宅
に
お

ら
れ
た
彼
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
大
蔵
省
就
職
を
祝
う
た
め
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
、
大
平
氏
の
著
書
で
横
浜
の
税
務
署
長
時
代
の
差
押
え
は
り
紙
の
こ
と
、
仙
台
の
間
税
部
長
時
代
の
東
北
で

の
ド
ブ
ロ
ク
の
話
等
を
読
ん
で
、
庶
民
の
気
持
ち
に
痛
く
同
情
し
た
彼
ら
し
い
優
し
さ
に
敬
服
し
た
が
、
私
も
実
は
同
じ
体

験
を
し
て
い
る
。
下
関
車
掌
区
の
時
、
列
車
内
検
札
を
し
た
が
、
下
関
発
急
行
列
車
は
当
時
、
韓
国
人
の
乗
車
も
多
か
っ
た
。

と
り
わ
け
同
国
の
経
済
事
情
は
日
本
よ
り
相
当
低
く
、
阪
神
地
方
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
も
多
か
っ
た
。
日
が
経
っ
て
妻
子
を

呼
び
寄
せ
る
た
め
か
、
何
と
な
く
見
劣
り
の
す
る
姿
の
韓
国
人
妻
子
を
よ
く
見
か
け
、
検
札
す
る
と
急
行
券
不
所
持
の
者
も

居
合
せ
た
。
私
は
、
こ
の
人
達
の
急
行
料
金
徴
収
が
余
り
に
も
気
の
毒
で
、
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
検
札
を
見
過
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
私
自
身
、
大
平
氏
の
本
を
読
ん
で
、
若
き
日
の
純
情
に
内
心
、
安
堵
感
に
浸
っ
た
次
第
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
六
月
、
大
平
氏
の
蒙
疆
政
府
出
向
を
下
関
で
見
送
っ
た
私
は
、
同
年
九
月
東
鉄
に
移
り
、
そ
し
て
そ
の
後
、

本
省
経
理
局
主
計
課
首
席
事
務
官
を
経
て
、
終
戦
直
前
、
新
設
の
四
国
鉄
道
局
総
務
部
長
に
な
っ
た
。
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戦
前
、
東
京
在
勤
中
は
お
互
い
が
官
界
に
勤
め
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
時
々
会
う
機
会
も
あ
り
、
特
に
私
が
主
計
課
事

務
官
当
時
は
、
大
変
な
頻
度
で
大
蔵
省
主
計
局
に
出
向
い
た
。
時
間
を
割
い
て
大
平
氏
の
席
へ
も
行
っ
た
り
し
た
。

或
る
日
、
東
京
駅
の
食
堂
で
会
食
し
た
折
、
大
平
氏
が
大
き
く
重
そ
う
な
蓄
音
器
を
肩
に
担
い
で
現
れ
た
。
少
々
驚
い
た

が
親
類
か
ら
頂
い
た
も
の
で
、
自
動
車
賃
を
節
約
し
て
本
郷
の
自
宅
へ
持
ち
帰
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
家
庭
愛
の
一

端
を
か
い
ま
見
た
感
じ
で
、
人
知
れ
ず
感
心
も
し
た
。
ま
た
労
働
を
惜
し
ま
な
い
彼
の
所
作
は
、
そ
の
後
も
折
に
ふ
れ
見
え

る
気
が
し
た
。

終
戦
後
か
ら
池
田
内
閣
誕
生
ま
で

私
は
短
期
間
の
四
鉄
勤
務
か
ら
平
和
体
制
の
機
構
改
正
で
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
時
の
鉄
道
総
局
長
官
佐
藤
栄
作
氏
の
強

い
要
請
で
東
鉄
経
理
部
長
に
転
勤
し
た
。
四
国
で
は
不
運
に
も
空
襲
に
遭
い
、
至
っ
て
身
軽
な
姿
に
な
っ
て
い
た
が
、
周
囲

の
力
添
え
で
終
戦
後
の
仕
事
に
大
い
に
励
む
こ
と
が
で
き
た
。

大
平
氏
も
戦
後
、
経
済
安
定
本
部
公
共
事
業
課
長
や
蔵
相
秘
書
官
等
を
歴
任
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
当
時
、
彼
が
香
川
県

知
事
に
推
さ
れ
て
い
る
話
を
漏
れ
承
り
、
郷
里
で
は
そ
の
時
か
ら
大
い
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二

十
六
年
九
月
に
米
国
に
出
張
し
、
そ
の
視
察
記
を
収
め
た
『
財
政
つ
れ
づ
れ
草
』
と
い
う
本
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。
大
変

な
勉
強
家
で
、
こ
の
視
察
は
後
々
も
大
い
に
役
立
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

実
は
同
じ
年
の
夏
に
私
も
、
米
国
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
勤
務
が
公
共
企
業
体
の
日
本
国
有
鉄
道
に
変
り
、
各
局
代
表

一
名
の
中
に
選
ば
れ
、
米
国
鉄
道
事
情
（
米
国
は
全
部
私
鉄
）
の
視
察
で
、
私
の
課
題
は
資
材
制
度
の
研
究
で
あ
っ
た
。
百

日
間
、
米
国
内
を
あ
れ
こ
れ
視
察
し
、
米
国
の
偉
大
さ
と
寛
容
さ
を
身
を
も
っ
て
体
得
し
た
。
物
量
の
豊
富
さ
に
す
っ
か
り

感
心
し
、
日
本
の
敗
戦
も
当
然
と
思
っ
た
。
帰
朝
後
、
報
告
を
纏
め
て
資
材
制
度
の
改
正
に
役
立
た
せ
て
貰
っ
た
。

翌
二
十
七
年
三
月
、
漏
電
に
よ
る
火
災
で
地
方
局
長
転
出
の
予
定
を
急
遽
、
上
司
の
計
ら
い
で
延
期
し
て
頂
き
、
経
理
局

大平総理の人柄



主
計
課
長
に
就
い
た
。
再
び
大
蔵
省
と
の
接
触
が
深
く
な
り
、
そ
の
お
蔭
で
大
平
氏
が
代
議
士
に
な
っ
た
以
降
も
、
氏
の
肝

入
り
で
大
蔵
省
首
脳
と
の
ゴ
ル
フ
会
等
に
も
誘
わ
れ
、
そ
の
友
情
の
深
さ
に
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
た
。
氏
は
古
巣
の
大
蔵

省
の
同
僚
を
大
変
大
切
に
さ
れ
、
彼
等
も
殊
の
ほ
か
大
平
氏
を
尊
敬
し
て
い
た
。
余
談
だ
が
、
国
鉄
内
部
で
も
ず
っ
と
主
計

課
長
経
験
者
対
大
蔵
省
鉄
道
担
当
歴
代
主
計
官
と
の
親
睦
会
が
あ
り
、
時
に
ゴ
ル
フ
会
も
催
す
な
ど
、
有
意
義
な
集
い
で
あ

っ
た
。

官
房
長
官
か
ら
宰
相
ま
で

大
平
氏
が
池
田
内
閣
の
官
房
長
官
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
外
務
、
通
産
、
大
蔵
大
臣
を
さ
れ
、
ま
た
党
務
で
は
政
調
会
長

や
幹
事
長
の
要
職
を
歴
任
し
て
、
最
後
は
宰
相
の
地
位
に
上
っ
た
。
い
ず
れ
の
ポ
ス
ト
で
も
卓
越
し
た
見
識
に
よ
り
日
本
国

内
は
勿
論
、
世
界
で
も
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
、
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
政
界

の
権
力
闘
争
の
厳
し
さ
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
間
の
彼
の
体
力
を
惜
し
ま
ず
力
の
限
り
を
尽
さ
れ
て

い
た
姿
は
、
崇
高
に
見
え
た
。

昭
和
三
十
六
年
、
彼
の
官
房
長
官
時
代
、
愛
嬢
の
芳
子
さ
ん
の
結
婚
式
に
私
ど
も
又
信
会
五
、
六
回
有
志
が
夫
妻
で
ご
案

内
を
受
け
た
。
そ
の
出
席
者
は
五
回
が
赤
城
、
増
田
健
次
、
坂
口
友
雄
の
諸
兄
、
六
回
が
太
田
、
神
原
、
姫
井
正
義
、
私
で

あ
っ
た
と
思
う
。
立
食
の
ご
馳
走
を
食
べ
る
時
間
も
な
い
ま
ま
、
奥
さ
ん
同
士
が
久
方
ぶ
り
の
こ
と
で
話
に
夢
中
に
な
り
、

遂
に
お
開
き
に
な
っ
た
の
ち
、
同
窓
招
待
者
一
同
が
浅
草
の
料
亭
で
二
次
会
を
催
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
十
数
年
経
ち
、
当
時

の
男
性
出
席
者
は
皆
不
帰
の
客
と
な
り
、
独
り
私
が
残
さ
れ
た
。
世
の
無
常
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
随
分
高
齢
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
う
。

私
は
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
大
平
内
閣
誕
生
の
時
ま
で
又
信
会
の
東
京
副
支
部
長
と
支
部
長
を
務
め
た
。
大
平
氏
は
、
よ
く

出
席
し
て
下
さ
り
、
彼
の
吸
引
力
は
ま
こ
と
に
大
き
く
い
つ
も
盛
会
で
、
立
派
な
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
一
つ
、

大平正芳―政治的遺産



瀬
戸
大
橋
の
話
は
印
象
的
で
、
彼
の
逝
去
後
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
大
橋
は
完
成
し
た
が
、
大
平
氏
に
ほ
ん
と
う
に
見
て

ほ
し
か
っ
た
と
思
う
。
瀬
戸
大
橋
は
四
国
の
発
展
に
と
っ
て
は
大
層
な
貢
献
で
あ
り
、
現
在
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
号
で
は
、

四
時
間
余
で
東
京
か
ら
香
川
県
に
到
着
で
き
て
、
全
く
隔
世
の
感
で
あ
る
。

私
の
又
信
会
東
京
支
部
長
時
代
に
大
平
総
理
が
誕
生
し
た
の
で
、
同
支
部
で
は
大
平
ご
夫
妻
を
招
き
総
理
就
任
祝
賀
会
を

催
し
た
が
、
か
つ
て
な
い
盛
会
で
あ
り
、
私
は
名
誉
あ
る
祝
詞
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
又
信
会
五
、
六
回
合

同
の
全
国
大
会
を
、
大
平
総
理
就
任
祝
賀
会
を
兼
ね
て
昭
和
五
十
四
年
初
夏
に
開
催
し
た
。
大
阪
方
の
赤
城
、
太
田
両
君
と

東
京
方
の
増
田
君
と
私
が
幹
事
役
を
務
め
た
。
官
邸
近
く
の
ホ
テ
ル
で
開
い
た
が
、
予
め
そ
の
前
に
大
平
氏
の
好
意
で
総
理

官
邸
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
奥
様
同
伴
の
又
信
会
員
達
は
三
三
五
五
、
官
邸
の
庭
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
頂
い
た
り
、

態
々
こ
の
日
の
た
め
に
出
席
者
全
員
に
各
自
の
氏
名
を
認
め
た
自
筆
の
色
紙
を
記
念
に
と
配
布
さ
れ
た
。
実
に
立
派
を
超
え

た
気
の
遣
い
よ
う
に
感
激
し
た
。
皆
、
よ
い
記
念
と
家
に
飾
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
氏
の
友
情
は
言
い
知

れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
翌
年
、
大
平
氏
は
悲
壮
の
死
を
遂
げ
た
が
、
思
え
ば
彼
の
健
在
時
代
が
我
々
に
と
っ
て
も
最
も
華
や
か
な
時
代
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。

全
く
駄
文
で
あ
る
ま
い
か
と
ひ
た
す
ら
案
じ
な
が
ら
、
長
々
綴
っ
て
み
た
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
私
の
責
務
を
果
し
た
く
思

う
。

（
元
国
鉄
本
社
局
長
、
元
鉄
道
弘
済
会
理
事
）
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